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い物質の開発を目的とした。第 1 章第 1 節では，同一骨格構造をもっ各種化合物に種々の置換基を導
入して，置換基が感光牲に及ぼす効果について考察し， -M効果をもっ置換基の導入が感度を上げる




第 2 章では新しい光寺電物質として，ポリ 0.3- ジフエニルー5-(4- ビニルフエニノレ)ー2ーピラゾリン
〕を合成し，このポリマーの光伝導を測定し，主たる荷電担体が電子であるととを認め，電子写真用
感光材料として応用できることを明らかにした。






$4 章では， ポリ -9ービ、ニルカルパ、ノ。ールに置換基を導入したときの光迫電性の変化を知る目的
で， 5 種類の3一位置換体を合成し，そのホモポリマー，コポリマーを得た。さらにそれらの表面電位
光減衰特性から，置換基の感度に及ぼす効果を明らかにした。
第 2 編は感光性樹脂であるポリケイ皮酸ビニノレの合成とその応用， 光硬化機構に関する研究であ




















明らかにし，その増感機構を考察した。つぎに， 5 種類の9- ピニルカルパゾールの3一位置換体(ニト
ロ，アミノ，メチ jレアミノ，ジメチルアミノ，ブロム置換体)を会成し，そのホモポリマー， コポリ
マーを得て光導電性を測定し，置換基が光導電性に及ぼす効果について考察している。
第 2 編では感光性樹脂でありポリケイ皮酸ビニルについて，フォト・エッチング・レジストへの実
用化を目的として実験を行ない，合成条件，増感法，感光性，耐エッチング性について検討してい
る。また，その光硬化機構を赤外吸収スペクトルにより，各種のモデル化合物のスペクトルと比較し
ながら検討し，ケイ皮酸のもつ二重結合の開裂による架橋反応であることを明らかにしている。
本論文は，有機感光性物質のうち，有機光w電物質および光により重合を起す所謂感光性樹脂を扱
口δ??
っており，新物質の合成開発，感光特性と化学構造との関辿，応用の検討などの諸点において相当の
新事実を明らかにしている D
有機感光性物質には，透明で可捷性の感光性フイノレムが期待されるため，内外において若干の研究
があるが，物質の開発の而でも，物性の面でも，進IIエーが要望されており，本論文は学術上ならびに工
業上寄与するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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